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学力と学習指導の問題は学校教育の中心的な課題である。児童生徒C学力向上とし争うととは ，い
つり時代でも変ゎ併司社会的要請であ!J，父母の煽いでもある。ぅ。青少年の学力を向上し，人材を開
発す・るというととは，科学技術の飛躍的に進歩する現代，i(è:~~いて，各国とも量産唱で力を入れている
とζろであ.t.ぞれはーヲの世界的な動向ともみられる。わ刀1国!'(jõ~いても，たひかさなる教育課
程・学習指導要領の改訂:a経て，学力|旬土への努力は，行政面でも実践面でも，たゆみな〈真剣IJvc
続けられている。ととろが，本県の実情をみると，関係者の努力。にもかかわらず，毎年行なわれる
学力調査でも会幽水準を下まわって必t.とれが向上をはかt，児童量生徒一人一人の学カをじゅう
ぶん伸ばし育でるととは，木県数育K司令ける現下の重大課題である。
当研顎新では昭和34年以来事学力向上のための学習指導の改善をテーマとして ，金所員。共同
研究体制のもとに共l克思考をかさねながら，主主して小・中学校の全教科にわたって実証的な研究
を進めてきた。また.8 骨!iFlれもは，全国教育研究完曜鐙でし国語.社会・算数数学・連平初
学力と学留指導jILついての全国的な共飼研究を行在う ようになったので，当研究所も積銭的にζの
4教科の共同研究K参加 し，そot後進Uて寄与している。
ととろで i児童生徒@理解1:1とか，思考力というものは，どのようKして仲'(f， その学カはど。の
ようにして形成されてい〈ものであろうか。また，自に日K科学技術の縫進する現代に生きぬいて
い〈背少年!tL，どのような学力を ，どのよう陀して育てていくとと7)l~塁ましいのであろうか。 ζれ
は実vc重大かつ困難な研究問題である。われわれは総力をあげて，一歩でもこ歩でもとの問題解決
κせま る実批的な研究を進めたいと念願し，時~(f(f旨議技術上の払弛ゃ1丞効的%i:学力向上法ではな( ， 
x英K.主きて働〈学力を形成 して1.<>(基本的1.i:学習指導法を凝立したいと思う。
・との紀要は，保健体育科の2か年の研究をまとめたもので，運動技能の形成過程を動態の観察と
線影，課題作文，伺入荷接，運動能力測定，実験的学習指導;zどによって追求し，望ましい学習指
導過程を設定しようとしたものである。会党，との研究の吉正縫資料を得るとともに，本来児童生徒
の運動能力の水準を明らかにしようとして，全県的~規模による運動能力調査を実施し，その給粂
Vてついて分析考霊祭したものをつけ加えた。がたかたのど批判を得れば童書hである。
念事、，との研究は，それぞれ研究協力学校の絶大念協カのもとに行念ったもので，学校長はじめ，
直接rd鳴に協力していただいた職員各位，念らびに兇叢生徒諸子K対しでもJ心から傑ぐ感謝の意を
表するしだいである。
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